


それは少女の白く細い下肢から糸を引くように伝い落ちた。

き刺すようなクラスメー卜たちの注視の中、少女は恥しさと恐

の入りまじったわけのわからぬうめき声をあげ、必死に助けを求

めた一一。 17年目の春に突然訪れた女へのしるし。ただでさえ異

常に遅い初潮年令に加えて、問題は、少女がその事実に完全に無

知のまま 17年間を過してきたことだった一一/

これは、アメリカ東部の小さな町の学園を背景に、自らの意志、

のみで物体を動かし、破壊するという恐るべきエネルギァーを秘め

た少女が巻き起こすショッキングなサスペンス・ドラマだ。ヒロ

インの名はキャリ-。異常な出産の結果、この世に生を受けたキ

ャリーは、内では狂信的な母親との凄まじい葛藤を展開し、外で

は残酷なクラスメー卜たちのむごい仕打ちにひたすら耐えてきた

悲しみの少女。内向的て常におどおどした熊皮がクラスメートの

格好の悪意の対象になってきたキャリーにも、しかし、たった

つの武器があった。テレキネシスという念動能力だ。彼女が極度

の精神的ストレスに落ち入った時、それは凄まじい速度で発動す

る。電気がショー卜し、鏡が害IJれ、すべての置物が引っくり返る

それはマグニチュードの工ネルギー。だから、間違ってもキャリ

ーにそのカを発動させてはならなかったのに、一握りの悪友たち

の企みが、 ドラマを取返しのつかない血と炎の惨劇へと突き落と

す。 満身に怨みを減らせ、紅蓮の炎の中に浮かびあがったクライ

マックスのキャリーの鬼気迫る姿を、果たしてあなたは正視でき

るだろうか一一一!?
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<rキャリー」はスベクタクルだl>

まさにダイナマイト・シネマ。破壊力をそなえたあらゆる場面

があなたの瞳を見開かせずにはおかない。映画ファンには応えら

れない楽しみがまづている。 一一<タイム>

<身の毛もよだっ恐怖映画の快作/>

新しい恐怖映画の古典が生まれた/ サスペンスとしての満足

感は「ジョーズ」に匹敵するものがある。映画が終っても、貴方

の神経はなお昂Jぷり続けているだろう。

一一一<ワシントン・ポスト>

くどこからくるニの恐怖 l>

:質の恐怖感がほとんど切れ目なく続く。自然発生的に金縛り

になった身体を解き放つのは容易なことではない。

一一<フィラデルフィア・デイリ-・ニューズ>

」れらジャーナリズムの興奮と絶讃を裏打ちするように、 76年

11月初旬全米 430 館の超拡大でスター卜した輿4子は「工クソシス

ト J rオーメン」を凌ぐ快走Jぷり。 1 力月足らずの聞に邦価24億円

を上げ、現在なお 2 位以下を大きく引き離してヒット街道を養進

中である。

道はまづ丈とく新しい恐締

第一務総デパラサイコとは鱗神感応、透視力、異常能力などの総

合的形跡をきす異常心理学分野の嘗葉。従来のオカルトもの「ロ

ーズマリーの赤ちゃ人J r工クソシスト j rオーメンJ などが、悪

魔主義や宗教的側面と大器くクロスした見せ物的要素が濃かった

のに反し、今度のパラサイコ・シリーズは、人間本能の底に潜む

異常心理・超能カの世界、つまり一概に非科学的と決めつけられ

ない領域に踏みこんで、斬新なエンタテイメントの創造に成功し

ているのが特色。人間の異常能力を描いた「キャリー」を皮切り

に、オブセ\\ノション(滋きもの)テーマの「家」、リパース(霊魂

再生)テーマの「オードリー・ローズ」など、まったく新しい恐

怖感が77年の映画界を席捲することになる/

すでに100万部を売り切り、いまだベストセラーの上位をひた走

るスティーブン・キングの原作をベテラン、ラリー・コー工ンが

脚色、第 2 のヒッチコックと目される鬼オブライアン・デ・パル

マがメガホンを握った。「裏窓」と「サイコ」に触発されて映画界

ヘ飛び込んだというデ・パルマ監督。大向う受けのするショック

演出の数々はすでにベテランの貫録。また醜いアヒルの子が精神

的緊張を発火点に、忽然と超能力魔女に変身するプロセスを心憎

いまでの心理描写で演じ.切り、 76年全米批評家協会主演女優賞に

輝く新人シシー・スぺイセク、 15年ぶりにハリウッド復帰を果た

したパィパ- .口-リーの熱演もこの作品の大きな話題だ。

~あまりにも凄まじい場面に 「
全米各地で失神者続出-

「キャリ一」の数多い見せ場の中でも、まず筆頭に挙げられるの

が、クラスメートの残酷で悪らつな仕掛けにはまったキャリーが、

舞踏会に居合わせたすべての人々を会場に封じ込め、炎の復讐を

果たすシーン。映画史上屈指のパニック・スペクタクルとしてま

た悲痛なクライマックスとして永遠に記憶されそうな迫力とパワ

ーをそなえている。

また、トップ・シーンでキャリーが鮮血のショックにおののく

場面もドラマの展開を暗示するにふさわしい不気味な迫力をそな

えていてこれまた圧巻。そして、いまはまだエチケットとして伏

せておきたいラストの想像外の結末。さらにキャリーの超能力が

徐々にその正体をあらわすシーンなど、全米各地で失神者が続出

し、二ユーヨーク、シカコなど一部の劇場で医者を待機させ始め

たという報告も、映画を見終えたなら実感として受けとめてもら

えるはずだ。
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